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【はじめに】平成30年度の保険改定により周術期口腔機能管理対象患者が拡大し、当院における周術期口腔管理

センターの患者数が増加している。対象患者の歯科初診は予約ではないことが多いため、同時間帯に初診患者が

集中する場合がある。患者の診察待機時間が増加しているため、我々は体制を改善する必要がある。今回、

DWHを利用して当センター初診患者の受診状況について調査したので報告する。【方法】調査対象は、 DWHに

登録している電子カルテと口腔内情報とし、調査対象期間は平成30年4月から5月までとした。 DWHの電子カル

テ情報から初診登録の科名が「周術期口腔管理センター」である患者、かつ、口腔内情報から「周術期口腔機能

管理計画策定料」を算定した患者を抽出した。【結果および考察】患者総数は455名であった。初診登録時間は9-

10時：16名、10-11時：38名、11-12時：54名、12-13時：74名、13-14時：80名、14-15時：59名、15-

16時：66名、16-17時：46名、17時以降：22名であり、13-14時が最も多かった。現在、初診担当歯科医師は

9-13時と13-17時に2名ずつ配置している。その他にも協力歯科医師がいるが、12-13時は手薄となっており、患

者が増加する時間帯であることが明確となったため、この時間を含め患者数の多い12-16時に人員を充実させ適切

な配置を行うことが必要である。【結論】 DWHが患者受診状況調査に有用であることが示唆された。
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Patients who receive perioperative oral management are enlarged in Japan from April 2018 because of insurance 

revision. Dental first visit of them is not appointment in Nagasaki University Hospital. Because several patients 

are often overlaps, the waiting time of them becomes longer than before. Therefore, it is necessary to improve 

system of perioperative oral management center. 

The purpose of this investigation is to comprehend examination status of first visit patients using electronic 

medical records and intraoral information registered in data warehouse (DWH). Duration of investigation is from 

April to May 2018 and extracted target is the patients that the first visit examination was in perioperative oral 

management center and that fee of perioperative oral management was recorded. 

Total number of patients was 455. The number of first visit patients during 13:00-14:00 was most in a day and 

many patients visited during 12:00-16:00. Therefore, it is necessary to enhance the staff in these time zones. The 

number of patients who received periodontal disease examination was 411, and who showed PT-INR>2 was 9. 

   It is effective to use DWH for comprehension of our patients. 

Keywords: data warehouse, perioperative oral management, electronic medical record 

1. 緒論 
平成 30 年の診療報酬改定で、医療機能の分化・強化・連

携、周術期等の口腔機能管理の推進、チーム医療の勤務環

境の改善、業務の効率化・合理化などが掲げられ 1)、周術期

口腔機能管理対象患者が増加した（図 1）。しかしながら患者

に関わるスタッフは限られており、1 人当たりの業務量が増加

している。その中でニーズに基づき効率的に人員を配置して、

より質の高い充実した周術期口腔機能管理体制を構築する

ために環境整備を行う必要がある。 

また、実際の周術期口腔機能管理では、口腔内精査で術

前に行うべき歯科処置について速やかに判断し、処置につ

いては短期間で終了しなければならない。心臓弁置換術や

臓器移植、造血幹細胞移植などは一定期間易感染となること

が予想され、感染が重症化すると命にも関わる事態となりか

ねない。口腔からの感染を回避するために、われわれは歯周

炎や重度う蝕などの感染源除去を適切に行わなければなら

ない。当院では、平成 20年に医科と歯科のカルテが 1元化さ

れたことで 1患者 1カルテとなり、情報を共有できるようになっ

た 2, 3)。そのため、歯科処置を行う場合の全身状態の把握が

容易となった。また、歯の状態、歯科処置、歯周病検査結果

など、1 歯単位で歯科特有の口腔内情報をデータウェアハウ

ス（DWH）に送信し蓄積するようになった。我々はこれまでに、

この DWH を利用し、医科と歯科の両科を受診した患者につ

いて調査を試みた 4, 5)。 

2. 目的 
本報告では、1, 本院周術期口腔管理センターの現体制、

2, 初診時口腔内診査における歯周病の状態と血液検査結

果について調査した。 

 

 

 

 

図 1 周術期口腔機能管理対象患者 
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3. 方法 
調査対象は、DWH に登録しているカルテ情報と口腔内情

報とし、調査対象期間は平成 30年 4月から 5月までとした。     

現体制を調査するために、DWH の電子カルテ情報から記

事のタイトルが「初診」であり記入歯科医師の科名が「周術期

口腔管理センター」である患者、及び、口腔内情報から「周術

期口腔機能管理計画策定料」を算定した患者を抽出した（図

2）。 

また、初診患者の歯周病と血液検査結果を調査するため

に、DWH の口腔内情報から「歯周ポケットが 4mm 以上であ

った歯の割合」、及び、電子カルテ情報から「PT-INR>2」を抽

出した（図 3）。 

 

 

図 2 DWH による検索項目―体制調査― 

 

 

図 3 DWH による検索項目―初診患者状態調査― 

 

4. 結果 

4.1 体制調査 
周術期口腔管理センターを受診した患者数は 465 名であ

った（図 4）。過去 3年間の同期間である平成 27年から 29年

の 4月から 5月までの患者数はそれぞれ 180、174、191名で

あり、平成 30 年度は急増した（図 5）。記事の後日入力により、

記事時刻が 01:00:00 となった 10 名を除外し、調査対象患者

を 455名とした。記事時刻別患者数は、13～14時が最も多か

った（図 6）。曜日別患者数は、火曜と水曜が多かった（図

7）。 

 

図 5 年度別患者数 

 

 

図 6 受診時刻別患者数 
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図 7 曜日別患者数 

図 9 歯周ポケットが 4mm 以上であった歯の割合別 

患者数 

 

 

図 10 血液検査結果が PT-INR>2 かつ歯周ポケットが

4mm 以上であった歯の割合別患者数 

 

4.2 初診患者状態調査 
周術期口腔管理センターを受診した患者のうち、歯周ポケ

ット診査を行った患者数は 411名であった（図 8）。歯周ポケッ

トが4mm以上であった歯の割合は20％未満：315名、20％以

上 40％未満：45 名、40％以上 60％未満：11 名、60％以上

80％未満：14名、80％以上：15名であった（図 9）。 

調査期間中に周術期口腔機能管理を施行した患者のうち、

PT-INR>2 であった患者は 14 名であり、歯周検査を行った 9

名のうち、歯周ポケットが 4mm以上であった歯の割合が 20％

未満：7名、20％以上 40％未満：1名、40％以上 60％未満：1

名、60％以上：0名であった（図 10）。 

5. 考察 
周術期口腔管理センターでは、現在、初診担当歯科医師

を 9～13 時と 13～17 時に 2 名ずつ配置しているが、患者数

の多い 12～16時に人員を充実させることが必要である。当院

では担当医や担当看護師が患者に直接入院説明を行う負担

を軽減するため、メディカルサポートセンター（MSC）がその

役割を担っている 6)。主治医により手術決定を患者に説明し

た後、その日のうちに患者は MSC で入院説明を受け、その

後歯科で口腔内診査を行う流れとなっているため 7)、歯科初

診が主治医科の外来曜日に左右される。この偏りは今後変

化する可能性があるが、当センターの人員配置において曜

日の考慮も必要であると思われた。 

重度歯周炎の歯は術前に抜歯することが望ましいが、抗凝

固薬や抗血小板薬などを服用中で PT-INR が高値である患

者が少なくない。その他の検査結果も電子カルテ情報を最大

限に利用した上で、主治医と積極的に連携していくことが重

要であるがと思われた。 

6. 結論 
DWH に蓄積された電子カルテ情報と口腔内情報を利用

することにより、スタッフ体制調査、初診時口腔内と全身状態

調査、及び、その評価が可能であった。DWH は医科と歯科

を受診した患者における両科の情報を利用した調査に有用

なツールであった。 
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図 4 DWH による検索結果―体制評価― 

  

 

図 8 DWH による検索結果―初診患者状態評価― 
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